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マイナンバー廃止のため

尼崎社会保障推進協議会２０１６年度総会

　協会尼崎支部も参加している尼崎社会保障推進協議会の 2016 年定期総会が

10 月 1 日（土） に、市立すこやかプラザホールで開かれ、市民ら 77 人が参加した。

　八木秀満会長（保険医協会尼崎支部長）は「医療や介護など社会保障への攻

撃が強められている。力を合わせて取り組みを強めよう」と挨拶した。議事で

は、尼崎市との懇談や学習会、宣伝などの活動に取り組んできたことが報告され、

引き続全国の経験に学び、学習や宣伝、自治体への申し入れなどに積極的に取

り組むことが確認された。また、介護保険制度や年金制度、生活保護に対する

運動の報告が行われ、八木支部長が会長に再任された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2 面につづく）

（左）八木支部長が会長に再任され「運動を強めよう」と力強く挨拶した

（右）77 人もの市民が掛けつけ、講演に聞き入った

 

兵庫県保険医協会尼崎支部 第 96回医療と福祉を考える会 
 

地域包括ケア病棟と在宅との連携 

□日  時 11 月 17 日（木） 18:00～20：00 

□会  場 尼崎だいもつ病院 2階会議室 

               尼崎市東大物町 1丁目 1-1  ℡：06-6482-0001 

□講  師 尼崎だいもつ病院院長 

松森 良信 先生 

□参加費  無料 
 

※お問合せは 協会事務局 長澤･荒川･石本･湯浅 TEL：078-393-1805まで 

 

 

【お申し込み】 FAX：078-393-1802 

 

  

  

  

  

  
 

本格的な運動を
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支部会員の先生方へ

  未入会のお知り合いの先生、
    ご子弟に入会を是非おすすめください

　保険医協会は県下で 7,300 人以上の医師・歯科医師が入会し、

開業医が安心して診療に打ち込めるよう支えあう、開業医自身が

つくる団体です。医学の進歩と医療技術の向上、変化する医療制

度への対応、怪我や病気など万が一の時の備えなど、開業医の診

療、経営、生活を全面的にサポートします。勤務医の先生も県下で約 1,600 人の先生

方にご利用いただいております。

　協会未入会のお知り合いの先生、ご子弟に是非、入会をおすすめください。

第 514回幹事会だより
10 月 14 日（金） 於 阪神尼崎「天竹」

○ 尼崎支部の会員数
　10/13 現在　医科 389 人、歯科 154 人
○ 医療をめぐる情勢と運動対策
　当面の支部企画、病診連携などについて意見交換した。
○ 次回の幹事会
　11 月 18 日に「エルジーキッチン」にて開催。

　記念講演では、自治体情報政策研究所代表、大阪経済大学非常勤講師の黒田

充氏が「マイナンバーと社会保障」と題して講演。黒田氏は、マイナンバー制

度は「国民の個人情報を名寄せするためのもの」であると説明。さらに、個人

情報によって本当に医療が必要なものとそうでないものと区別され、命の選別

のためにマイナンバーが使用される恐れがあると指摘した。また、ドイツでは

ナチス時代に公権力が個人を管理した反省から共通番号の導入が違憲であるな

ど、日本を除くＧ７各国ではマイナンバーのような共通番号は採用していない

とも解説した。最後に黒田氏は「マイナンバーカードの交付申請をしないこと

は当面、運動として効果があるが、マイナンバーカードが健康保険証に活用さ

れれば全員持たざるを得なくなる。健康保険証に活用されるまでの 2 ～ 3 年の

間に廃止の為の本格的な運動を進めるしかない」と訴えた。

　尼崎アスベスト訴訟は、ク

ボタ旧神崎工場への石綿運搬

作業に従事していた労働者、

溶接工として長年石綿製品を

使用していた労働者がそれぞ

れ肺がんで死亡したため、遺

族が規制を怠った国と、労

働者に対する安全配慮義務を

怠ったクボタに対して賠償を

求めたものです。

　大阪高裁は 2016 年 5 月に、

石綿曝露が格段に低い、石綿

以外の原因で肺がんを発症し

た可能性があるなどとして、

遺族の請求を棄却しました。

最高裁への署名にご協力ください

　しかし、旧神崎工場内外で大量の石綿粉塵が飛散していたことは過

去の裁判で確定しており、また被害者がアスベストによる肺がんであ

ると労災認定されていることなどを考慮すれば高裁判決は納得できる

ものではありません。

　遺族と弁護団は、クボタと国の意向に沿う形で事実をねじ曲げた判

決だとして、大阪高裁への審理の差し戻しを求める上告を最高裁判所

に行いました。

　協会尼崎支部も参加する「アスベスト被害からいのちと健康を守る

尼崎の会」は、この上告を支援するため、最高裁への署名運動を行い

ます。署名にご協力いただける先生は、協会事務局（石本 ･ 長澤 ･ 荒

川 ･湯浅 ℡ 078-393-1809）までご一報ください。

（１面のつづき）


